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90
周
年
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
よ
う
！！

〈
募
金
の
お
願
い
〉

水
陵
会
会
長

杉
原
弘
一
郎

  

水
陵
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃

よ
り
米
子
南
高
等
学
校
を
応
援
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地

あ
い
さ
つ

学
校
長澤

田
　
裕
二

　

時
代
の
産
業
の
先
頭
に
立
っ
て
、

昭
和
２
年
に
創
立
さ
れ
た
我
が
母

校
は
、
本
年
め
で
た
く
90
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
生
徒
が
ク
ラ
ブ
活
動
で

目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
く
れ
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
も
期
待

で
き
る
、
ク
ラ
ブ
・
選
手
が
目
に

つ
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
90
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
皆
様
か
ら
の
募
金
を

生
徒
の
ク
ラ
ブ
活
動
・
文
化
活
動

を
応
援
す
る
、
ク
ラ
ブ
後
援
会
基

金
と
し
て
積
み
立
て
、
後
輩
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
是
非
、
卒
業
生

の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、

募
金
が
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
よ
う

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
23
日
（
月
）
に
米

子
市
文
化
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
、

同
日
に
、
祝
賀
会
を
挙
行
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
９
月
17
日
に
は
卓

球
水
陵
会
の
大
ピ
ン
ポ
ン
大
会
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

元
米
子
で
の
集
い
は
も
と
よ
り
、

毎
年
、
６
月
関
西
地
区
、
11
月
東

京
地
区
の
水
陵
会
の
集
い
に
お
招

き
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
今
年
の
一
番

の
行
事
は
10
月
23
日
（
月
）
に
予

定
し
て
い
ま
す
創
立
90
周
年
記
念

式
典
で
す
。
水
陵
会
の
実
行
委
員

会
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
る
最
中
で
す
。
式
典
は
主
に

学
校
で
計
画
し
、
祝
賀
会
は
水
陵

会
の
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
90
周

年
は
１
０
０
周
年
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
す
の
で
特
別
大
き
な

事
業
計
画
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

式
典
、
祝
賀
会
で
皆
様
方
と
と
も

27

に
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
川
中
香
緒
里
選
手

が
出
場
し
、
会
員
の
皆
様
か
ら
大

き
な
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。
米
子

南
高
校
の
部
活
動
も
皆
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
川
中
選
手
に
続
き
米
子

か
ら
国
際
大
会
の
日
本
代
表
と
な

る
選
手
が
続
々
出
て
き
ま
し
た
。

本
校
か
ら
も
２
年
生
の
三
上
紗
也

可
選
手
が
飛
び
込
み
の
国
際
大
会

代
表
と
な
り
、
数
々
の
国
際
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も

国
際
大
会
出
場
の
経
験
は
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
２
年
生
の
木
下
鈴

花
選
手
は
２
０
２
０
東
京
五
輪
ボ

ク
シ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
候
補
の

期
待
が
あ
り
ま
す
。
囲
碁
部
は
な

い
の
で
す
が
、
県
内
の
高
校
生
囲

碁
大
会
で
だ
ん
と
つ
に
強
い
選
手

も
本
校
２
年
生
に
い
ま
す
。
６
月

の
県
総
体
で
は
ボ
ー
ト
部
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
と
飛
び
込
み
が
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
今
年
度
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
女
子
の
ボ
ク
シ
ン
グ
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
年
末
の
日
本
選

手
権
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
文

化
部
で
は
か
る
た
部
と
囲
碁
が
全

国
高
総
文
祭
に
出
場
し
ま
す
。
全

国
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

中
国
地
区
大
会
に
は
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
ボ
ー
ト
の
他
、
陸
上
競
技
、

弓
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ボ
ク
シ
ン
グ
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
米
南
生
徒
の
目
標
は

「
一
歩
前
へ
」
で
す
。
部
活
動
の

活
発
な
姿
か
ら
は
想
像
で
き
な
い

ほ
ど
全
体
的
に
は
米
子
南
高
校
の

生
徒
は
お
と
な
し
く
、
よ
く
言
え

ば
大
変
行
儀
が
い
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
長
所
で
は

あ
る
の
で
す
が
、
大
事
な
場
面
で

は
爆
発
的
に
は
じ
け
る
力
も
身
に

つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
か

ら
目
標
に
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
卒
業
生
が
二
人
教
育

実
習
に
来
ま
し
た
。
活
躍
す
る
先

輩
の
姿
が
刺
激
に
な
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。
島
根
大
学
と
大
阪
商

業
大
学
に
在
学
す
る
二
人
は
高
校

在
学
中
に
生
徒
会
長
を
し
た
り
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
部
長
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
３
位
に
入
賞
し
た
り
し

ま
し
た
。
二
人
と
も
教
員
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
も
活
躍

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
の
中
心
的
役
割
を
し
た
り
、

人
前
に
出
る
こ
と
が
苦
手
な
生
徒

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
水
陵
会

の
先
輩
か
ら
刺
激
を
受
け
て
苦
手

な
こ
と
や
困
難
な
こ
と
に
も
挑
戦

す
る
、「
一
歩
前
へ
」
踏
み
出
す

勇
気
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。
今
後
と
も
多

く
の
先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

10
月
23
日
開
催
予
定
の
標
記
の

記
念
事
業
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
同

窓
生
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
実
行
委
員
会
も
一
致
団

結
を
し
て
記
念
事
業
の
準
備
を
進

米
子
南
高
創
立
90
周
年

記
念
事
業
近
づ
く
！

実
行
委
員
長

門
脇
　
一
男

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
記
念
事
業
の
う
ち
の
記

念
式
典
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
記
念

講
演
と
し
て
講
師
に
平
井
伸
治
鳥

取
県
知
事
を
、
そ
し
て
、
記
念
祝

賀
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

山
陰
少
年
少
女
合
唱
団
リ
ト
ル

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
淀
江
さ
ん
こ
節

保
存
会
、
ゴ
ス
ペ
ル
オ
ー
ブ
の
皆

様
に
よ
る
合
唱
、
舞
踊
、
演
奏
等

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
標
記
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
９
月
17
日
に
は
卓
球
水

陵
会
（
Ｏ
Ｂ
）
Ｖ
Ｓ
米
子
南
高
卓

球
部
（
現
役
）
の
親
睦
大
会
「
第

６
回
大
ピ
ン
ポ
ン
大
会
」
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
ま
だ

ま
だ
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一

つ
ず
つ
解
決
を
し
な
が
ら
、
心
の

温
ま
る
、
そ
し
て
笑
顔
の
花
が
満

開
に
な
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
記
念

事
業
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
多

数
の
ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
を
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
米
子
南

高
の
ご
発
展
と
、
同
窓
生
の
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま

す
と
共
に
、
標
記
の
記
念
事
業
完

遂
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

米
子
南
高
創
立
90
周
年

記
念
事
業
近
づ
く
！



SUIRYO-KAI平成29年８月 （２）
　

平
成
28
年
度
卒
業
生
の
進
路
状

況
は
、
進
学
が
93
名
、
就
職
が
51

名
、
そ
の
他
１
名
で
し
た
。
割
合

と
し
て
は
、
進
学
が
64
％
、
就
職

が
35
％
、
そ
の
他
１
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

進
学
状
況
は
、
４
年
制
大
学
が

11
名
、
短
期
大
学
が
38
名
、
専
門

学
校
等
が
44
名
で
し
た
。
国
公
立

大
学
は
今
年
度
は
合
格
者
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
立
大
学
で
は
、

関
西
大
学
、
美
作
大
学
、
大
阪
産

業
大
学
、
大
阪
商
業
大
学
、
梅
花

女
子
大
学
、
千
葉
商
科
大
学
な
ど

に
合
格
し
ま
し
た
。

　

短
期
大
学
は
、
公
立
短
大
に
は
、

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
、
倉

敷
市
立
短
期
大
学
に
合
格
し
ま
し

た
。
私
立
短
大
で
は
、
鳥
取
短
期

大
学
、
美
作
大
学
短
期
大
学
部
、

関
西
外
国
語
大
学
短
期
大
学
部
、

大
阪
成
蹊
短
期
大
学
な
ど
に
合
格

し
ま
し
た
。
特
に
鳥
取
短
期
大
学

に
は
25
名
の
生
徒
が
合
格
し
、
昨

年
度
の
７
名
か
ら
大
き
く
合
格
者

が
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幼

児
教
育
希
望
者
が
、
専
門
学
校
か

ら
短
期
大
学
へ
シ
フ
ト
し
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
り
ま
す
。

　

専
門
学
校
は
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
医
療

系
分
野
に
進
む
生
徒
が
増
え
て
き

て
お
り
、
専
門
学
校
進
学
者
の

41
％
が
医
療
系
分
野
へ
進
学
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
調
理
、
製
菓
、

公
務
員
、
理
美
容
等
、
様
々
な
分

野
へ
進
み
ま
し
た
。

　

前
年
度
よ
り
進
学
率
は
、
６
ポ

イ
ン
ト
上
が
り
ま
し
た
。
進
学
先

の
割
合
は
、
大
学
12
％
、
短
大

41
％
、
専
門
学
校
47
％
で
前
年
と

比
較
す
る
と
大
学
が
４
ポ
イ
ン
ト

下
げ
、
専
門
学
校
が
５
ポ
イ
ン
ト

下
げ
、
短
大
が
９
ポ
イ
ン
ト
上
げ

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
校

説
明
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

進
学
先
に
つ
い
て
よ
く
研
究
し
て

い
る
姿
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
多

く
の
生
徒
が
専
門
高
校
の
特
色
を

活
か
し
、
資
格
取
得
や
専
門
教
科

に
よ
る
推
薦
入
試
・
Ａ
Ｏ
入
試
で

受
験
し
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中

は
、
英
語
、
数
学
、
現
代
文
、
小

論
文
等
の
対
策
講
座
を
設
け
、
入

試
に
向
け
て
着
実
に
力
を
つ
け
ま

し
た
。
就
職
状
況
は
、
県
内
就
職

38
名
、
県
外
就
職
13
名
の
合
計
51

名
の
生
徒
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
前
年
度
よ
り
９
名
減
り
ま

し
た
。
職
業
分
類
別
で
は
、
事
務

41
％
、
販
売
29
％
、
サ
ー
ビ
ス

12
％
、
製
造
12
％
、
そ
の
他
10
％

で
し
た
。

　

具
体
的
な
就
職
先
は
、
山
陰
合

同
銀
行
、
中
国
労
働
金
庫
、
米
子

信
用
金
庫
、
山
陰
信
販
、
山
陰
み

ら
い
税
理
士
事
務
所
、
日
本
郵
便
、

西
日
本
旅
客
鉄
道
、
鳥
取
西
部
農

協
、
鳥
取
ト
ヨ
タ
、
八
幡
物
産
、

イ
ー
ウ
ェ
ル
、
寿
製
菓
、
イ
オ
ン

リ
テ
ー
ル
、
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
な

ど
の
会
社
か
ら
内
定
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
高
校
生
の
就
職
内
定
率
は

89
・
１
％
～
平
成
６
年
11
月
末
以

降
最
高
～
」、
こ
れ
は
鳥
取
労
働

局
が
昨
年
12
月
20
日
に
公
表
し
た

平
成
29
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
の
求
人
・
求
職
・
就
職

内
定
状
況
を
紹
介
し
た
標
題
で
す
。

雇
用
情
勢
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
４
月
よ
り
、
定
着
指

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

　

第
59
回
を
迎
え
る
今
年
度
総
会

は
、
来
る
11
月
12
日
〈
日
曜
日
〉

午
前
11
時
か
ら
、
霞
ヶ
関
の
東
海

大
学
交
友
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
母
校
よ
り
澤
田
校
長
、

青
山
恩
師
、
橋
本
校
内
幹
事
、
本

部
水
陵
会
杉
原
会
長
の
ほ
か
、
関

西
水
陵
会
遠
藤
会
長
、
在
京
の
鳥

取
県
東
京
本
部
岸
田
主
幹
、
東
京

か
し
の
は
会
（
境
高
）、
東
京
米

城
会
（
米
子
東
）、
米
工
会
（
米

子
工
業
）、
関
東
翠
会
（
米
子
西
）、

柏
朋
会
（
米
子
北
）
か
ら
ご
出
席

い
た
だ
き
、
総
勢
30
名
の
参
加
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
後
、
澤
田
校
長
か

ら
母
校
の
近
況
報
告
、
杉
原
会
長

か
ら
米
子
の
明
る
い
展
望
の
話
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
渡

邊
貞
夫
（
23
年
卒
）
様
か
ら
「
弥

生
の
大
ロ
マ
ン
妻
木
晩
田
遺
跡
を

語
る
」
で
、
山
陰
が
文
明
の
発
祥

で
あ
る
弥
生
の
ロ
マ
ン
の
夢
あ
る

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
水
陵
会

東
京
水
陵
会

　

青
山
恩
師
の
健
康
体
操
、
恒
例

と
な
っ
て
い
る
郷
土
の
新
米
の
争

奪
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
の
後
、
校
歌
、

応
援
歌
を
皆
で
合
唱
し
、
来
年
の

再
開
を
約
し
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
東
京
水
陵
会 

会
長 

井
田
年
厚
）

導
と
称
し
て
県
内
就
職
先
は
す
べ

て
、
進
路
指
導
部
を
中
心
に
卒
業

生
の
様
子
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

ど
こ
の
事
業
所
に
伺
っ
て
も
、
よ

く
や
っ
て
い
る
と
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
日
頃
よ

り
、
明
る
く
元
気
な
挨
拶
が
自
然

と
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
環
境
で
、
部
活
動
に
、
勉
強
、

各
種
検
定
取
得
に
励
み
、
と
て
も

素
直
な
生
徒
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
米
子
南
高
校
を
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
進
路
指
導
部
）

関
西
水
陵
会

関
西
水
陵
会

　

去
る
６
月
17
日
（
土
）、
大
阪

第
一
ホ
テ
ル
で
第
59
回
関
西
水
陵

会
の
つ
ど
い
を
開
催
し
、
総
勢
30

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

澤
田
校
長
、
杉
原
水
陵
会
会
長
か

ら
母
校
や
ふ
る
さ
と
の
近
況
紹
介

が
あ
り
、
中
で
も
若
い
市
長
が
誕

生
し
活
気
あ
ふ
れ
る
米
子
市
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
一
つ
の
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
久
し
ぶ
り
に
ミ
ニ
講
演
会

を
行
い
、
島
根
県
立
大
学
大
学
院

　

平
松
喜
美
子
教
授
に
よ
り
「
世

界
に
一
つ
し
か
な
い
あ
な
た
の
家

族
」
と
題
し
て
、
今
関
心
の
高
い

家
族
の
あ
り
方
や
介
護
な
ど
に
つ

い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
出
席
者
は
例
年
よ
り

や
や
少
な
め
な
が
ら
初
参
加
の
方

も
あ
り
、
会
場
で
は
和
や
か
な
会

話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
、
今
年
も
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
６
月
16
日
（
土
）
に
第

60
回
記
念
の
つ
ど
い
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
関
西
以
外
か
ら
も
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
関
西
水
陵
会 

会
長 

遠
藤　

稔
） 

１
．
90
周
年
記
念
式
典

　
　
（
式
典
、
記
念
演
奏
、
記
念
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

日　
　

時　

平
成
29
年
10
月
23
日
（
月
）
13
時
00
分
～
15
時
40
分

　
　
　
　
　
　

受　
　

付　

12
時
40
分
～

　
　
　
　
　
　

記
念
式
典　

13
時
00
分
～

　
　
　
　
　
　

記
念
講
演　

15
時
00
分
～
15
時
40
分

場　
　

所　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

講　
　

師　

鳥
取
県
知
事　

平
井
伸
治
氏

入
場
料　

無
料

創
立
90
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

２
．
記
念
祝
賀
会

日　
　

時　

平
成
29
年
10
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

受　
　

付　

17
時
00
分
～　

　
　
　
　
　
　

祝
賀
会　

18
時
00
分
～
20
時
00
分

場　
　

所　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子

　
　
　
　
　
（
９
月
ま
で　

米
子
全
日
空
ホ
テ
ル
）

　
　
　
　
　
（
米
子
市
久
米
町
53

－

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
：
０
８
５
９

－

36

－

１
１
１
１
）

会　
　

費　

￥
５
，
０
０
０

※
90
周
年
記
念
式
典
と
記
念
祝
賀
会
に
つ
い
て

　

同
期
の
世
話
人
様
よ
り
お
誘
い
の
声
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
直
接
、
学
校
事
務
局
に
出
席
の
連
絡
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　

準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　

式
典
の
出
席
に
つ
い
て
は
、９
月
15
日（
金
）ま
で
に
、

　
　
　

祝
賀
会
に
つ
い
て
は
、
９
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、

　

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

３
．
そ
の
他
の
記
念
事
業

　
【
１
】
創
立
90
周
年
記
念
大
ピ
ン
ポ
ン
大
会

　
　
　
　
〈
平
成
29
年
９
月
17
日
（
日
）
於
：
本
校
小
体
育
館
〉

　
【
２
】
学
校
ク
ラ
ブ
後
援
会
基
金

　
【
３
】
記
念
誌
発
刊
〈
平
成
30
年
秋
発
刊
予
定
〉

　
【
４
】
校
歌
・
応
援
歌
の
吹
奏
楽
用
編
曲

　
【
５
】
記
念
品
作
成
〈
エ
コ
バ
ッ
グ
〉
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母  校  生  徒  の  活  躍
（７月20日現在・順不同）

部 成　　　績　　　他

フェンシ
ング

女子
　個人エペ　　　３位  前川千里
　個人サーブル　２位  梶間みなみ
　学校対抗戦　　２位

バレー
ボール 

１回戦　米子南２－１倉吉西
２回戦　米子南０－２米子北斗

ハンド
ボール 初戦敗退　対 米子東（３－21）

卓球 女子ダブルス　廣山・田原組　ベスト８

ボート

女子舵手付クォドルプル
　（城戸春菜、高野穗乃花、児島麻鈴、岡野実紅、梅原　友）　第２位
女子ダブルスカル
　（河上万里、岩本樹美）　優勝（インターハイ出場）
女子シングルスカル　
　深田真凛　第３位

バスケッ
トボール

２回戦　米子南71－58倉吉東
３回戦　米子南75－63鳥取商業　
準決勝　米子南67－72鳥取東
第３位　
　優秀選手　内田　響

ソフト
テニス

団体戦　
　２回戦　米子南②－１鳥取西
　３回戦　米子南０－②米子東
中国大会敗者復活　
　１回戦　米子南②－０鳥取東
　２回戦　米子南②－０日野
　　（中国大会出場）10年連続
個人戦　
　高橋美華・福本栞帆弥ペア、遠藤未来・白石菜々ペア
　　（中国大会出場）

ソフト
ボール ２回戦　米子南３－７鳥取中央育英

バドミン
トン

男子　団体戦　１回戦　米子南１－３鳥取湖陵
女子　団体戦　
　　　　２回戦　米子南３－１米子
　　　　３回戦　米子南２－３境　
　　　　順位決定戦　米子南２－３鳥取西
　　　個人戦　
　　　　ダブルス山本由衣・木村小夏ペア４位（中国大会出場）

アーチェ
リー

女子　団体　２位（畑　怜奈、宮崎紗也、柏木萌乃、篠村優花）
　　　個人　２位　宮崎紗也（インターハイ出場）　
　　　　　　４位　畑　怜奈
男子　団体　優勝（赤井虹太、山下達也、矢倉優祐、田仲優希）
　　　　　　（インターハイ出場）
　　　個人　５位　赤井虹太
　　　　　　６位　山下達也

陸上

　100ｍ　　嶋本　茜　  （予）12"93　（準）12"84
　　　　　  北窓莉央　  （予）13"67　（準）13"68
　　　　　  吉田　舞　  （予）13"84　（準）13"77
　200ｍ　　嶋本　茜　  （予）27"89　（準）27"08　　　　　
　　　　　　　　　　　　　(決)27"35　 ８位入賞
　　　　　  北窓莉央　  （予）28"37　（準）28"48
　　　　　  吉田　舞　  （予）29"18　（準）29"25
　800ｍ　　福田愛美　  （予）2'43"61 （準）2'36"51
　　　　　  権代美由紀  （予）2'43"60 （準）2'42"18
　　　　　  三鴨　由　  （予） 2'52"92
　100ｍＨ　安達香奈　  （予）15"39   （決）15"21　　　　　
　  　　　　　　　　　　　　　　　   ３位入賞（中国大会出場）
　400ｍＨ　安達香奈　  （決）1'07"15  ３位入賞（中国大会出場）
　走幅跳　  松本日向子  （決）4m25
　三段跳　  中原有希　 9m76　８位入賞
　砲丸投　  高塚陽菜　 9m13　７位入賞
　円盤投　  弓田三結（2）13m53
　４×100ｍＲ　田口・安達・北窓・嶋本 
 　　　　　                    （決）50"58　 ６位入賞（中国大会出場）
　４×400ｍＲ　田口・安達・福田・権代
 　　　　　                    （予）4'22"30
　　　　　  　　田口・安達・権代・福田 
 　　　　　                    （決）4'20"64　７位入賞

部 成　　　績　　　他

かるた

全国高等学校総合文化祭宮城大会小倉百人一首かるた部門
鳥取県予選会
　個人　優勝　岡本芹菜、３位　近藤亜美
　全国総文県選抜チームに７人選ばれる

商業クラブ
（珠算）

鳥取県高等学校珠算・電卓競技大会 兼 全国高等学校珠算・電
卓競技大会鳥取県予選会
　珠算　団体総合３位
　珠算　個人総合で、奧田華代　２位入賞（全国大会出場）
　珠算種目別　読上暗算で加藤恵理　優勝
　　　　　　　読上算で丸井茉和　３位入賞

情報処理

鳥取県高等学校情報処理競技大会 兼 全国高等学校情報処理
競技大会鳥取県予選
　個人優勝　福間　桃（全国大会出場）
　団体２位　

放送 ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト鳥取県大会
　テレビドキュメント部門（全国大会出場）

ワープロ
鳥取県高等学校ワープロ競技大会
　団体　優勝　（全国大会出場）
　個人　２位　井畑緩奈　３位　藤原杏佳

簿記

鳥取県高等学校簿記競技大会 兼 全国高等学校簿記コンクー
ル鳥取県予選会
　団体　３位（天野真実、山本　楓、澤田彩華）
　個人　天野真実、山本　楓（全国大会出場）

調理
全国こどものための愛情弁当コンテスト
　最優秀賞　弓田三結
　優秀賞　　豊田こころ

部 成　　　績　　　他

フェンシング

中国高等学校フェンシング選手権大会
　女子個人フルーレ　梶間みなみ  ２回戦で敗退
　女子個人エペ　前川千里    １回戦で敗退
　女子個人サーブル　梶間みなみ   ７位入賞

ボート

中国高等学校ボート選手権大会
　女子舵手付クォドルプル
　（城戸春菜、高野穗乃花、深田真凛、岡野実紅、梅原　友）
　　３位入賞
　女子ダブルスカル（岩本樹美、河上万里）　優勝
　女子シングルスカル　児島麻鈴　準優勝

ソフトボール
中国高等学校ソフトボール選手権
　１回戦　倉敷商業12－０米子南

陸上

中国高等学校陸上競技対校選手権大会
　女子400ｍＨ　安達香奈　　（予）1'05"41  （準）1'05"54　
　　準決９番目の記録で敗退
　女子100ｍＨ　安達香奈　　（予）16"39
　女子４×100ｍＲ　田口・安達・吉田・嶋本 （予）51"03

アーチェリー 女子個人　５位　畑　怜奈

鳥取県高校総体結果

文化部活動報告

中国大会結果

部 成　　　績　　　他

飛込

日本室内選手権飛込競技大会
　三上紗也可　
　　女子３ｍ飛板飛込　４位
　　女子高飛込　優勝

全国大会結果

ボート部
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平成28年度一般会計収支決算書
自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日

鳥取県立米子南高等学校　水陵会
【収入の部】

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

総 会 会 合 費 1,000,000 954,922 ▲ 45,078 総会会場料、
日本海新聞掲載料

支部総会会合費 150,000 111,920 ▲ 38,080 支部総会
通 信 費 500,000 60,484 ▲ 439,516 常任理事会連絡ハガキ等

印 刷 事 務 費 300,000 296,570 ▲ 3,430 水陵会だより印刷費・
ホームページメンテナンス

交 通 旅 費 250,000 185,800 ▲ 64,200 支部総会旅費
協力金振込手数料 0 1,120 1,120
慶 弔 費 60,000 68,224 8,224 卒業記念品、弔電代等
消 耗 品 費 5,000 98 ▲ 4,902 名札・祝儀袋ほか

雑 費 10,000 15,086 5,086 振込手数料、
全国選抜広告料等

支 部 助 成 金 200,000 200,000 0 東京・関西水陵会
予 備 費 92,600 32,400 ▲ 60,200 川中選手応援懸垂幕改訂
次 年 度 繰 越 370,864 370,864
合 計 2,567,600 2,297,488 ▲ 270,112

【支出の部】

平成28年度特別会計収支決算書
自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日

鳥取県立米子南高等学校　水陵会

項　目 決　算 備　　考

前 年 度 繰 越 1,718,855

名 簿 販 売 274,000

雑 収 入 4 預金利息

合 計 1,992,859

【収入の部】

項　目 決　算 備　　考
会 議 会 合 費 24,517
総 会 会 合 費 繰 出 210,962 一般会計へ

9 0 周 年 事 業 費 1,283,858 90周年記念事業実行委員会
へ繰り出し

次 年 度 繰 越 473,522
合 計 1,992,859

【支出の部】

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考
前年度繰越金 144,618 144,618 0
入 会 金 1,422,900 1,422,900 0 ¥9,300×153名
会 費 600,000 485,000 ▲ 115,000 総会会費
協 力 金 収 入 0 34,000 34,000
雑 収 入 82 8 ▲ 74 預金利息
総会会合費繰入 300,000 210,962 ▲ 89,038 特別会計より
特 別 繰 入 100,000 0 ▲ 100,000
合 計 2,567,600 2,297,488 ▲ 270,112

平成29年度役員
　　名誉会長 井　上　万吉男（昭16商蚕） 前会長
　　会　　長 杉　原　弘一郎（昭36南商）
　　顧　　問 松　本　　　僌（昭15商商）
 澤　田　裕　二 学校長
 吉　岡　成　幸 前学校長
　　 友　松　文　嗣 元学校長
　　 谷　野　史　郎 元学校長
　　副　会　長 小　谷　　　茂（昭38南農）
　 尾　澤　三　夫（昭38南商）
　　 松　本　正　福（昭43境商）
　　 竹　上　順　子（昭49南商）
 門　脇　一　男（昭50南商）
 松　本　二三子（昭60南処）
　　監　　事 遠　藤　　　聖（昭44南化）
 矢　倉　貴　志（平３南処）
東京水陵会
　　会　　長 井　田　年　厚（昭40南商）
　　事　務　局 谷　　　幸　代（昭45南商）
関西水陵会
　　会　　長 遠　藤　　　稔（昭35南商）
　　事　務　局 内　藤　幸　子（昭33南商）
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事務局からのお知らせ
　近年、同級生や学校事務室、教員や同窓会の名前を
騙って、会員の皆様の住所や電話番号などの連絡先や
勤務先などを尋ねる電話がある、あるいは「同窓会の
紹介を受けた」といって投資や資格講座などのセール
スの電話があった、などの問い合わせをいただいてい
ます。
　また、同窓会事務局の方にも、卒業生と偽って「同
窓会名簿を購入したい」という問い合わせをしてくる
悪質業者からの電話もあります。
　同窓会では、今回も郵便物による調査を行い、数回
郵送しても連絡がつかない場合のみに、電話で確認さ
せていただくことがありますが、基本的に電話で個人
情報に関することをお尋ねすることはありません。ま
た、郵便物の返信先も必ず、米子市長砂町216　米子
南高等学校となっています。さらに学校事務室や進路
指導部が、住所などの調査をすることもございません。
　同窓会名簿につきましても、慎重に身元確認をとら
せていただき卒業生と確認できなければ販売しないよ
うに注意いたしております。
　このような悪質業者により、会員の皆様にはご迷惑、
不愉快な思いをおかけしていることと思いますが、す
ぐに回答してしまうことの無いように、また不審な電
話があった場合は、相手方を再度ご確認いただきます
ようにお願いします。

　事務局（0859－33－1641）にご一報いただければ、
清酒２本贈呈いたします。また、必要であれば、宛
名シールを提供いたします。尚、準備の都合上、一
週間ほど余裕をいただければと存じます。さらに、
大変申し訳ございませんが、１学年基本料金4,500円
他のご負担をお願いしておりますので、よろしくお
願い申し上げます。
　各期のご盛会をお祈りいたします。

同期生会を開催されるときは


